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 政府が目指す、９０年比２５パーセントの温室効果ガス削減。しかしそれは、これま

でのシステムの延長線上には存在しません。北欧の小島ではカーボン・マイナスを実現

したと聞きます。果たして私たちに、それは可能なのでしょうか。私たちが実現すると

したら、足りないものは何なのでしょうか。 

 議員提案によって、私たちは北海道温暖化防止対策条例を制定しました。それは一つ

の節目ではありますが、到達点ではありません。 

 日本は、どこへ向かうべきなのでしょう、そして北海道は。持続可能な環境社会とい

う未来からの光を求めて、私たちは先進地域へと赴きます。私たちが希求する道標がそ

こに、必ずや待ち受けていることを確信して。 

 

 

●はじめに  

 

  私たちは道議会民主党会派内に、「チーム２５北海道」という政策研究グループを

つくり、様々な活動を展開しています。 

 その研究テーマは道政全般にわたりますが、グループの名称に象徴されるように、

温室効果ガスの２５パーセント削減問題がグループ活動の基本となっています。今回

は、これまでの様々な活動を踏まえ、再生可能エネルギーの先進国である欧州の二つ

の国を調査することとなりました。調査団の構成は次の通りです。 

 

 なお、今回の海外調査には加わりませんが、「チーム２５北海道」のメンバーとし

て札幌市白石区選出の広田まゆみ道議は、テーマ選定や講師打ち合わせなどのアドバ

イザー的役割を果たしました。 

 

 

 

●視察団構成メンバー 

 

 氏 名 役割と任務 選出地 

 滝口 信喜 団 長（元道議会エネルギー委員長） 室蘭市 

 池本 柳次 副団長（道議会エネルギー委員長） 十勝管内 

 星野 高志 事務局長（前道議会エネルギー委員長） 札幌市東区 

 佐藤 伸弥 団 員（連続公開講座担当） 網走市 

 梶谷 大志 団 員（建設委員会所属・環境都市担当） 札幌市清田区 

 中山 智康 団 員（環境、エネルギー両委員会所属） 伊達市 

 田島 央一 団 員（核廃棄物深地層研究施設担当） 宗谷管内 

 

■第一章 計画編 
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●基本コンセプト 

 

 ＜９０年比２５パーセント削減の可能根拠をさぐる＞  

 

●視察地を選定した理由  

 

私たちは今回、スウェーデンとデンマークの各都市を視察先に選定しました。「な

ぜそこに行くのですか」「そこで何を勉強してくるのですか」「そのことは道政にどう

かかわるのですか」～このような疑問や指摘に対して、私たちは明確な説明をおこな

う責任を負っています。公費による海外事情調査である限り、その費用対効果が厳し

く問われるからです。 

 訪問国はスウェーデンとデンマークです。デンマークは、再生可能エネルギーの展

開において、世界のトップランナーとして知られています。スウェーデンは、従来の

都市と比較して、環境負荷を半減する都市作りプロジェクトを１０年にわたり進めて

きました。それが今年完成します。また同国では、原子力発電所で発生する放射性廃

棄物の深地層処分研究が、今年一つの区切りを迎えようとしています。本道の幌延深

地層研究施設との関連において、相似点相違点を研修して参ります。 

 両国における具体的な調査項目は、事項以降に記す事前研修の各種取り組みから必

然的に導き出されたものであります。 

 

●事前準備 

 

（１）連続公開講座  

 

①一回講座 

   【開催日】 ６月１４日(月)１０時～１１時 

   【報告者】 道庁環境生活部及び経済部の担当課 

   【テーマ】 北海道としての温室効果ガス排出削減の取り組み 

 

 ②第二回講座 

   【開催日】 ６月１７日(月)１７時～１８時 

   【報告者】 北海道電力株式会社 

   【テーマ】 世界の動向を踏まえた温暖化対策と原子力発電 

 

 ③第三回講座 

   【開催日】 ７月６日(火)１０時～１１時 

   【報告者】 北海道環境財団 

   【テーマ】 ・地球温暖化対策、課題と提案 

         ・２５％を先導する実効ある政策に向けて 

 

 ④第四回講座 

   【開催日】 ７月６日(火)１１時～１２時 

   【報告者】 北海道グリーンファンド 

   【テーマ】 世界の潮流となった再生可能エネルギー 
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（２）現地視察 

  

①ṯ 一回視察 
   【視察日】 ２月２３日（火） 

   【視察先】 日本製鋼社室蘭製作所(日鋼室蘭) 

   【テーマ】 道内初の風力発電施設の一貫生産 

 

 ②第二回視察 

   【視察日】 ８月２日(月) 

   【視察先】 幌延町 

   【テーマ】 深地層研究施設の現段階とメガソーラーシステム 

  

（３）北海道経済連合会との意見交換 

  

    【開催日】 ８月４日(水)８時～９時 

   【テーマ】 道内における具体的取り組み状況ほか  

    

    

●視察日程  

 

８月２１日（土）新千歳発                    〔成田泊〕 

  

２２日（日） 成田発               〔ストックホルム泊〕 

 

２３日（月） 午前 ストックホルム市役所 

午後 スウェーデン交通局（ポッドカー）〔ストックホルム泊〕 

 

２４日（火） 午前 ハンマビー地区 

午後 スウェーデン放射線安全当局  〔ストックホルム泊〕 

 

２５日（水） 午前 移動 

午後 ウスターブロー地区      〔コペンハーゲン泊〕 

 

２６日（木） 午前 欧州環境庁 

午後 コペンハーゲン市 市議会   〔コペンハーゲン泊〕 

 

２７日（金） 午前 資料整理 

午後 出国                   〔機中泊〕 

 

２８日（土） 成田着 
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●具体的視察課題  

 

（１）欧州環境首都に初代認定されたストックホルム市役所訪問 （２３／ＡＭ） 

    

  欧州連合（ＥＵ）は、２００８年に「欧州環境首都」認定制度を設立しました。そ

の結果、２０１０年（初年度）の「首都」にスウェーデンのストックホルムを指定し

ています。その理由は、ストックホルムが実行している様々な政策展開があげられま

す。まず政策の基本として掲げているのが、２０５０年までに「カーボンフリー（化

石燃料からの全面撤退）」を実現することです。 

 バイオガス発電を中心とした再生可能エネルギーの導入はよく知られるところで

す。再生可能エネルギーにより生産された電力の固定価格買い取り制度は、日本でも

部分的導入が始まろうとしていますが、先進地区における課題や問題点について担当

者に直接伺いたいと思います。 

 同時に市民生活においても各種取り組みが行われています。交通機関によるＣＯ２
排出量を１５パーセント削減した「渋滞課金システム」の導入や、先進的な公共交通

政策を中心とした環境政策も見過ごせません。 

 

  下記の項目を念頭に何点かに絞って調査して参ります。 

①スウェーデンにおける地球温暖化対策の基本を聴取（排出権取引の実態と課題な

ど） 

  ②欧州環境首都について、その概要を聴取 

  ③環境裁判所の機能と役割について聴取 

  ④人口密度が低いことから、地域分散型発電が推測されるが、その実態を聴取 

  ⑤人口密度の高い都市部と、低い地方の取組の違いや特徴について聴取 

  ⑥地域熱供給システムの実態を聴取 

  ⑦再生可能エネルギーの内訳で、バイオマス・廃棄物が突出している理由を聴取 

  ⑧風力の利用が遅れているが、今後の方針を聴取 

  ⑨固定価格買い取り制度の内容と問題点（種別ごとに価格差はあるのかなど）を聴取 

  ⑩渋滞課金システムの制度内容聴取 

  ⑪ポッドカーをはじめとする公共交通政策聴取 

  ⑫公用車を含めて、カーシェアリングの実態と制度について聴取 

 

 

（２）スウェーデン交通局が開発中のポッドカー調査 （２３／ＰＭ) 

   

 本道は都市間の距離が長いという地域特性から、運輸部門のＣＯ２排出が他県を大

きく上まわっています。この部門の取り組みは、２５パーセント削減のキーポイント

の一つになり得ると考えられます。自動車によるＣＯ２排出抑制を目指すスウェーデ

ン交通局は、次世代カーとしてのポッドカーの技術開発を進めていると聞きます。我

が国、とりわけ本道における導入の可能性などについて、ストックホルム市役所と意

見交換するとともに、その実際を視察調査してきたいと思います。 

 

 ①ポッドカーの実際を視察 

 ②公共交通政策の展開により、渋滞緩和されたという交通実態の調査 
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（３）完成したハンマビー臨海地区の検証（２４／ＡＭ）  

   

  今回の海外調査団「チーム２５北海道」のメンバーの内、滝口、池本、星野の三人

は２００３年に、ハンマビー臨海地区を視察しています。同地区は、２０００年から

始まった循環型都市づくりプロジェクトです。環境への負荷を従来型都市の半分にす

ることを目指す各種取り組みは、「カーボンフリー」計画のシンボルとも言えます。

２００３年当時は、プロジェクトが始まったばかりでした。それが今年完成します。 

  

              

 

              ２００３年当時、急ピッチで進められていた 

             ニュータウンプロジェクト。 

              左の写真は、前回視察時に写したもの。 

              

              

居住する市民と、地区外から働きにくる労働者あわせて３万人規模といわれるプロ

ジェクトを当時と比較し検証してきたいと思います。 

  

 

 環境都市づくりでは、工事手法そのものも環境に 

配慮されていました。そのあたりも、今回検証して 

きたいと思います。 

  右の写真も、前回視察時に写したもの。 

 

 省エネルギーシステム、下水処理、廃棄物処理、良質な水管理などの一貫システム

は、「ハンマビーモデル」と称され、日本政府においても着目している点です。 

 ９０年比２５パーセントのＣＯ２削減を実現するためには、是非とも調査しておく

必要があるプロジェクトと考えています。 

 

  ①環境都市づくりプロジェクトの概要聴取 

  ②計画期間において明らかとなった課題と問題点聴取 

  ③市民意識の実態聴取 

 

  

（４）放射線安全当局を訪問、高レベル放射性廃棄物処理計画の調査（２４／ＰＭ） 

   

 スウェーデンは、原子力発電所から発生した使用済み核燃料を再処理せずに、高レ

ベル廃棄物として地層処分する計画をもっています。２００９年６月、国から処理を

請け負うＳＫＢという会社がこれまでの調査結果にもとづき、地層処分場の建設予定

地として、エストハンマル自治体のフォルスマルクを選定したことを発表。今後、Ｓ

ＫＢ社は環境影響評価及び安全評価書を取りまとめ、それらとともに処分場の立地・

建設の申請を２０１０年末までに行う予定となっています。許可は政府が出すことに

なっています。この申請に対する法律に基づいた決定が行われると、スウェーデンに

おける処分場の建設が正式に決定することとなります。 
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 これらは深地層研究施設を有する本道にとって、極めて関心の高い情報といえます。

決定権をもつ政府当局から、これまでの経過、現段階の課題、今後の展望などの諸事

情を直接聴取することを通じて、我が国における高レベル放射性廃棄物の深地層処分

に対する見識を深めてきたいと思います。 

 

 下記の項目を念頭に何点かに絞って調査して参ります。 

 

 ①研究の現段階と課題聴取 

 ②ＳＫＢ社から提出される建設申請に対する判断の基準を聴取 

 ③再処理しない理由や背景を聴取 

 ④国民意識の推移を聴取 

 ⑤原子力発電にかかわる政府としての基本姿勢を聴取 

 

（５）官民の協同によりおこなわれている環境対策の実際を視察 （２５／ＰＭ） 

  

 ＮＧＯの活動は、我が国では始まったばかりです。しかしＥＵにおいては、ＮＧＯ

の活動を抜きにして、再生可能エネルギー問題は語れないと言われています。今回は

行政と非政府組織の連携の実際を調査してきたいと考えています。 

  行政による政策展開と市民活動家による実践というように、とかく線を引きがちな

我が国との比較において、関係者と直接意見交換をすることにより見識を深めてきた

いと思います。 

 

 ①官民協同の基本的考え方を聴取 

 ②現段階で抱えている課題を聴取 

 ③将来に向けた取り組み方針を聴取 

 

 

（６）欧州（ＥＵ）環境庁訪問と意見交換 （２６／ＡＭ） 

 

 アメリカや我が国では今、スマートグリッドシステムの開発が進められています。

地域内に通信（電力）網を巡らすシステムです。個別家庭のコンセントから地域発電

所までをネットワークします。例えば電気自動車を家庭のコンセントにつないでおけ

ば、通常は充電ですが、夜間など他の場所で電力が必要になった場合、その車が電力

供給施設の代わりをします。電力の需給が自動的にコントロールされるシステムです。 

 欧州では、これをさらにすすめ、スーパーグリッドシステムが開発されつつあると

聞きます。地域のネットワークにとどまることなく、ＥＵを構成する国と国をネット

ワークしようというものです。こうした発想こそが「カーボンフリー（化石燃料から

の全面撤退）」という構想を支えているのでしょう。 

 スーパーグリッドシステムをはじめ、世界の再生可能エネルギー政策を先導するＥ

Ｕの環境政策に直接触れる機会は、そう多くありません。 

 私たちは今回、欧州（ＥＵ）環境庁とのコンタクトに成功しました。もちろん制度

も地域特性も違う国同士ですから、欧州の環境政策を直接日本に持ち込むことは不可

能でしょう。だが、そこに我が国が目指す２５パーセント削減のヒントがあることは

間違いありません。スウェーデンやデンマークにおける再生可能エネルギーの固定価
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格買い取り制度の実態は、それぞれの市役所などでもヒアリングできるでしょうが、

欧州全体の実態については、欧州環境庁でしか調査することができません。 

 

 ①ＥＵを構成する各国の取り組み現状を聴取 

 ②固定価格買い取り制度に対する各国の考え方を聴取 

 ③スーパーグリッドシステムの概要を聴取 

 ④ＥＵとしての地球温暖化対策の基本を聴取 

 

  

（７）コペンハーゲン市議会訪問とヒアリング（２６／ＰＭ）  

   

 デンマークにある風力発電機を真っ白い紙の上にプロットすると、国土の形が浮か

び上がると言われています。地上ではもう建設する場所も限られており、今後は洋上

への進出の時代になるというわけです。 

  我が国では、低周波問題や、落雷、渡り鳥被害などマイナス面も指摘される風力発

電ですが、世界の潮流は今確実に風力発電に向かっています。 

 風力発電のシンボリックな存在であるデンマークの首都コペンハーゲン市議会か

ら得られる情報は限りないと考えています。 

 例えば、「カーボン・ゼロ」どころか、「カーボン・マイナス（島内の電力をすべて

再生可能エネルギーとしただけでなく、余剰電力を他の地域へ送電している）」を実

現したデンマークの小島における自然エネルギー政策などは極めて興味深いものが

あります。 

 下記の項目を念頭に何点かに絞って調査して参ります。 

 

 ①デンマークにおける地球温暖化対策の基本を聴取 

 ②地方都市が風力発電機を設置した場合、税制上の優遇措置などの有無について聴取 

 ③原子力発電を選択していない理由と背景を聴取 

 ④エネルギー強度※ はＥＵ中、もっとも低いが、省エネの特徴的な取り組みを聴取 

 ⑤省エネ促進において、事業者(ＣＯ２排出者)の考え方をどう反映したかを聴取 

 ⑥カーボン・マイナスを実現したサンチュル島の取り組み概要を聴取 

 

 ※国内のエネルギー総消費量をＧＤＰで除したものであり、経済のエネルギー効率を表す 
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■第一日 ２０１０年８月２１日 

 

・行程 

 

 新千歳空港 １３：１０発  ＡＮＡ２１５４便 

 成田空港  １４：４５着   

 

 事情調査内容  出国前のミーティング 

 

 宿泊ホテル   ホテル日航成田 

 

＜成田に前泊＞ 

 

 直行便がないため成田に前泊。翌日からの調査を効果的に実施するため、念入りな事

前打ち合わせをおこなった。星野事務局長から計画書にもとづき日程とテーマが提起さ

れた。事前準備のひとつ、公開講座を担当した佐藤伸弥道議より、講座に参加した市民

より後日メールでよせられた意見が披露される。タイトな日程だが調査項目の多い視察

がいよいよスタートする。 

  滝口信喜団長から、「道民の問題意識を自らの問題意識として、限られた時間ではあ

るが、しっかり活動をするように」との指示を受けたのち、田島央一道議を事務局次長

に選出。池本柳次副団長が、「地域から、環境保全と経済発展の関係をよく調べて来て

ほしいという要望があった」と報告。海外留学の経験をもつ中山智康道議の語学力も頼

りにしたい。訪問国行政機関との事前接触を担当した梶谷大志道議が、「コペンハーゲ

ンでは、市長の挨拶を受けるかもしれない」と発言。議論はつきないが、はやる気持ち

を抑え、２１時過ぎには各自の部屋に戻り資料の整理などに夜を費やした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■第二章 報告編 
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■第二日 ２０１０年８月２２日 

 

・行程 

 

 成田空港  １１：４０発  ＳＫ９８４便 

  

ストックホルム・アーランダ空港  １８：２０着   

 

 事情調査内容  移動日 

 

 宿泊ホテル   ＨＯＴＥＬ ＦＩＲＳＴ ＡＭＡＲＡＮＴＥＮ 

 

         ＴＥＬ．４６－８－６９２５２００ 

 

＜移動日＞ 

 

今回から議員の海外視察については、その仕組みが一部変更された。企画書を提出し、

それが認められた場合に参加議員を募り、最終的に本会議で承認されて議会派遣となる。 

  シートの規制はないが、私たちはビジネスシートを選択した。観光旅行なら少々疲

れても行程中眠ることも出来るが、仕事となるとそうはいかない。訪問地の政府ならび

に行政機関からのヒアリングが連続することを考えれば万全の体調で臨まなければな

らないからだ。議会から派遣されて地球の裏側まで調査に行くわけだから、時間がかか

る。ホテルや食事の質を落としても、移動による疲労は最小限にしたいものだ。 

 

 

＜機内で語る団員の決意＞ 

  

 団員一人一人から、決意と意気込みを聞いてみる事にする。 

 

 

団長 滝口信喜 

 

団長として参加する意味をしっかりと自覚したい。今回の視察の特

徴は、現場のものを見るというのではなく、その国や自治体で展開さ

れている政策についてヒアリングし、質問をし、議論をするという点

だ。 

  その意味で、事前準備にはおよそ半年を費やした。具体的な成果

を持ち帰り、環境立国北海道を創るために活かしていきたいと強く決意している。 
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副団長 池本柳次                        

 

１０年の歳月をかけて進められてきたハンマビー臨海都市プロジ

ェクト。技術の粋をつくして進められた環境都市づくりだ。７年前に

滝口団長、星野事務局長と共に訪れたこの街の完成を目の当たりにし

てくることも目的のひとつだ。 

 視察全体を成功させるため、副団長として責任をまっとうしてきた

い。 

 

 

事務局長 星野高志 

 

今回も事務局長を務めることとなった。議員の海外視察について

様々な議論がある中での視察だ。道民の皆さんの理解がしっかり得ら

れる内容にしなければならない。 

  ９０年比２５％削減という政府案の可能根拠を探るという一点に

テーマを絞った視察だ。言葉の通じない方々との質疑というハンディ

を抱えているが、やりきってくる決意だ。 

 

 

団員 佐藤伸弥 

 

市議会議員時代を通じて、海外視察は初めての経験となる。「実際

に見たり経験したりしたもの以外は信用しない」性格なので、今回

の視察はとても楽しみだ。今後の議員活動に必ずプラスになると信

じている。 

  時差ぼけしたりしてみんなの迷惑にならないよう、体調管理には

万全を期したいと思う。 

 

 

 

団員 梶谷大志 

 

７名の視察団の中で、一期生が４名だ。若手のまとめ役としての自覚

を持って行動したい。 

  議会では建設委員会に所属しているので、環境を重視した都市計

画に深い興味を持っている。ストックホルムのポッドカーと渋滞税に

ついて、日本国内への導入の可能性などについて勉強してきたい。 
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団員 中山智康 

 

環境生活委員会とエネルギー委員会に所属しているので、興味のつ

きない視察テーマと言える。具体的課題としては、ストックホルムに

おいて普及している地域熱供給システムだ。各家庭におけるCO2排出

は極端に低減できているようだが、問題は供給元がほとんど海外炭に

たよっていることだ。この点を質疑してきたい。 

 

 

 

団員 田島央一 

 

選挙区内に幌延深地層研究施設を抱えている。スウェーデンでは今

年、使用済み高レベル放射性廃棄物の処理について、政府から依託を

受けた民間会社が「安全評価書」を提出するとの事。政府決定の過程

や周辺住民の反応や、電力会社の対応など諸問題について見識を深め

たい。ネットでは知り得ない情報を仕入れてくる絶好の機会だと考え

ている。 
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■第三日 ２０１０年８月２３日 

 

・行程 

 

 ストックホルム終日 

 

 事情調査内容  ①ストックホルム市役所 

         ②運輸研究所（市役所からの委託機関） 

 

 宿泊ホテル   ＨＯＴＥＬ ＦＩＲＳＴ ＡＭＡＲＡＮＴＥＮ 

 

         ＴＥＬ．４６－８－６９２５２００ 

 

＜市役所訪問前に、ホテル周辺で＞ 

 

  街のいたるところで、トヨタのプリウスを見か

けた。左の写真はタクシーだ。もちろん左ハンド

ルの現地仕様。 

  日本国内では、エコカー補助制度期限もあり、

生産が需要においついていないようだが、これだ

けの台数を異国で見せつけられると、大きな違和

感を覚える。 

  民間企業としてのトヨタの販売戦略と、国策と

しての環境対策は、どこかでクロスさせなければ

ならない。 

 

  たまたまドライバーに話を聞くことができた。

「燃費のよさは素晴らしいね。僕も環境対策がで

きていると思うと、とても嬉しいよ」。スウェー

デンの国民は、日本人に似てシャイだと聞いてい

たが、とてもフレンドリーな方だった。 

  国は選挙の真っ最中であちこちにポスターが

貼ってあったが、彼は「やっぱり環境について何

を言っているかで政党を決めようと思っている」

と笑顔の中にも真剣な眼差しで話してくれた。 

 

  公共政策を確実にすすめるため、２０世紀初頭か

ら国や市は、土地を買い続けたという。最近は財政上

の事情から売却なども行っているようだが、一時は国

土の７割前後が公用地だったらしい。 

  民間企業に貸与する場合も、環境対策の条件など

をつけることが可能になるわけだ。緑地エリアを守る

ために公園用地を購入し続けたミュンヘンの基本政

策を思い出す。そのダイナミックな発想は、今の日本
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では到底考えられない。 

  写真は、街のいたるところで見受けられるレンタサイクルの駐輪場。日本の場合は

観光地で盛んだが、こちらは日常生活用である。 

 

 

＜ストックホルム市役所を訪問（午前）＞ 

 

さあ、いよいよスタート。 

 

調査項目は次の各点。何点かにしぼり質疑をしてきた。 

①スウェーデンにおける地球温暖化対策の基本を聴取 

②欧州環境首都について、その概要を聴取 

③環境裁判所の機能と役割について聴取 

④地域分散型発電の実態を聴取 

⑤人口密度の高い都市部と、低い地方の取組の違いや特徴について聴取 

⑥地域熱供給システムの実態を聴取 

⑦再生可能エネルギーの内訳について聴取 

⑧風力の利用が遅れているが、今後の方針を聴取 

⑨固定価格買い取り制度の内容と問題点(種別ごとに価格差はあるのかなど)を聴取 

⑩渋滞課金システムの制度内容聴取 

⑪ポッドカーをはじめとする公共交通政策聴取 

⑫公用車を含めて、カーシェアリングの実態と制度について聴取 

 

  市役所では環境保健行政部のリヤン・ラングレ

ー氏が私たちを歓待して下さった。 

  滝口団長から、メンバーの紹介をおこなったあ

と、「日本では政権交代の後、総理も代わったが、

温室効果ガスを９０年比で２５％削減するという

国際公約は堅持している。成長戦略と環境政策を

両立させているストックホルムから多くを学ばせ

ていただきたい」と挨拶。さっそくプレゼンテー

ションと質疑に入った。 

 

  まずスウェーデンとストックホルムの概要及

び、地球温暖化対策の基本について説明があった。 

  もともと人口密度が低く、グリーンも多い。ス

トックホルム県はストックホルムを中心に２６の

市で構成されているが、2030年までに、現在の人

口およそ１００万人が１２０万人程度に増加する

と予測している。しかしその際、緑をつぶすこと

なく、住宅の高層化などをつうじて密集化を図る

という。 
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  2030年までの長期計画「2030ビジョン」をもっており、その中に環境を保全しなが

ら成長していくことが記されている。もちろんゴミは埋め立てずに再利用する。さらに

2050年までには、化石燃料からの全面撤退を目指すと言うから素晴らしい。 

 

  「欧州環境首都」認定の経過と意義についてさ

っそく質問をさせていただいた。写真は真剣にメ

モをとる池本道議。 

  「環境首都」認定のライバルは３５自治体。①

環境産業対策、②地域煖房、③クリーンカー、④

渋滞税の導入、⑤公共交通、⑥水質管理、⑦汚水

処理、⑧緑地帯の整備、⑨空気の浄化、⑩騒音対

策などの観点から、書類選考で８市に絞られ、最

終選考で認定されたという。 

  2050年までのカーボンゼロ計画が評価されたのだろう。ストックホルム市が環境首

都に選定された具体的な要因の一つに地域暖房があげられる。さらには私たちが翌日視

察することとなっているハンマビー地区の取り組みに対する評価がある。 

 

将来の目標を決めたら、それを実現するための具体的行動に移らなければならない。 

  ストックホルム市は短期5年計画及び、長期計画を同時に進行している。現状を変

えるためには現状を把握していなければならない。 

  まず対象となる企業にレポートの提出を義務づける。もし充分お金があった場合、

どのような環境対策などをしたいかなどについてアンケート調査を実施。さらには企業

の事業活動にとって、国の法律や市の条例が障害

なっているかも聞きとることもおこなわれている。

その意見を基盤に計画策定し、市議会で決定され

た内容となる。官民が同じ情報と意識にもとづい

て環境対策を進めることを基本にしている実態が

浮かび上がった。 

 地域で消費される化石燃料は17％程度。地域暖

房は80％にも上る。残りは地熱を利用したヒート

ポンプを利用している。暖房費は家賃に組み込ま

れているので、市民は当たり前のように環境対策をおこなっているわけだ。 

  写真は、ものすごい速さで質疑内容をパソコンに打ち込んでいく田島道議。彼とと

もにプレゼン会場にパソコンを持ち込んだ佐藤道議の二人がいなかったら、今回の視察

効果は半減していただろう。テーマを頭に叩き込んだ上でのタイピングは一般の速記者

には不可能なのだから。 

 

翌日視察予定のハンマビーモデルについても概要の説明

があった。その内容については、明日の報告書で明らか

にしたい。 

 ただ驚いたことは、世界から注目をされているハンマ

ビーモデルが、ハンマビー地区に限定されていないこと

だ。ここに続く同様の計画が現在２地区で進められてい

る。ストックホルムの街づくりの基本は緑をつぶさない
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ことにある。従ってこうした環境負荷を大幅に減少させる都市計画は、過去の産業用地

を大胆に作り変えていくことからはじまる。配送車は街の一ヶ所に集約され、環境負荷

を低減している。セントラルバキューム方式により、家庭ゴミは、収集車を使わずに集

められている。札幌市北区のあいの里地区でも一部取り入れられているシステムだが、

その徹底振りには驚かされる。 

  写真は、「これほど大規模でなくても、北海道でも同様のモデルを是非実現したいも

のだ」と意気込む中山道議。 

  先にも触れたが、ストックホルム市は1907年から、農地、港湾地区などの民有地を

順次買い取ってきた。それにより、土地所有を背景に上物の規制を図れる。建設規制が

かけられる。当時の行政と政治の先見性に目を見張らざるを得ない。 

 

  人口密度が低い地域では、どうしても多くのエ

ネルギーを消費せざるをえない。その対策などに

ついて伺った。 

  都市部に人口を集中して、エネルギー効率を高

める取り組みも、北海道の将来を考えると大いに

参考になる。 

  興味ある取り組みとして、駅を利用する市民の

熱を活用してエネルギー化するものがある。中央

駅で25万～30万の乗降客の空気を集めて熱源と

しているのだ。 

 

  国と地方の関係もはっきりしている。スウェーデン全体としての環境基準を下回ら

なければ、地方として国以上の取組を行うことにまったく問題はない。 

  地方議会では環境専門家のような議員が増えている。国の関与は最低限なのだ。写

真は、取り組みに反対する市民や企業があった場合の対応などについて質問する梶谷道

議。「最初の計画段階から反対者の意見も聞きつつ策定を行なっていくので、たいてい

のケースはクリアーできる。もしもの場合は、行政裁判となる。難しい問題は内閣まで

上がるが」とのお話だった。 

  環境裁判所の機能と役割については、残念ながら担当部署が違うということで回答

は得られなかった。次の機会にしたい。 

 

 

  渋滞税(渋滞課金システム)は、私たちの事前準

備中から、興味を抱いていたテーマのひとつだ。

都心部へのマイカー乗り入れを制限する政策であ

る。制度の概要と効果について詳細に質問させて

いただいた。 

 

  ストックホルムは、日本で言えば長崎のように

島で出来ている。市の中心部へ行くには必ず橋を

通らなくてはならない。 

  そこで橋の部分にビデオカメラを設置し、通過する車のナンバーを記録。時間帯に

合わせて課金する仕組みだ。制度導入により、公共交通と自転車の利用者が増え、車の
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利用は20パーセント減少させることに成功したという。温室効果ガスの排出も10％～

14％減らすことにもつながった。エコカーは課金を除外されるので、新規に車を購入す

る市民は、エコカーを選択している。わが国の免税や補助金によるエコカー導入促進と

は違った手法も、大きな効果を挙げている現実を確認できた。 

写真は、特に渋滞税に深い興味を持って今回の視察に臨んだ佐藤道議。 

  当初、渋滞税は反対者が多かった。1990年頃から渋滞税導入の効果などを市議会に

提出・提案していた。革新政権当時に社会実験として導入。導入半年後に国民投票を実

施。住民投票では肯定的意見が多かった。保守政権に変わったが、肯定的意見を踏まえ

導入。現在は反対する人はいない。 

  カーシェアリングについても伺った。ただし、言われているほどには進んでいない

ようだ。市職員や政治家が率先して使わないといけないとの話だった。環境車を使った

カーシェアリングを徐々に整備し、年内にはさらに普及させるとの話を聴くことが出来

た。 

 

  渋滞税のおかげで、ラッシュアワータイムは

77％が公共交通機関を利用している。地下鉄など

の公共交通機関は、かつて市が建設・運営をして

いたが、外部委託をし、一部は県が介入している。

最近では中国も資本に参加しているようだが、時

間の関係でこの部分は深く質疑できなかったのが、

残念だ。 

  ほとんどのバスが環境対応車だと言う。2011

年には再生可能燃料を50％にする予定。2025年に

はすべてのバスを再生可能燃料対応バスにする計画となっているというから、徹底して

いる。 

 1965年に道路を右側通行に変更した際、路面電車を廃止したが、環境にやさしいと

いう事で、再び復活する流れにある。路面電車の延長を議論している札幌市とも共通点

がある。 

  写真は、ポッドカーを含む公共交通政策とCO2排出削減について質問する星野道議。 

 

 

  質疑はおよそ２時間に及んだが、市の取り組み

が多方面に及んでいるため、必ずしも充分な時間

ではなかった。 

  120社程度がネットワークを組み、お互いの環

境対策を検証し合う制度。市民を巻き込むため、

雇用主に働きかける仕組み。市民モニター制度の

活用で、すべての購入物の調査を実施し、消費動

向を把握している実態など、質疑はどんどん具体

的になっていった。 

  エネルギーデーを設定して、教育行政部と環境行政部とが連携していることや、学

校現場に市の環境担当者が出向き、子どもたちに過去、現在、未来の話しをしている取

り組みなども参考にする点が多かった。 
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リヤン・ラングレー氏を囲み、メンバーで記念写真 

 

 

＜運輸研究所を訪問、次世代カー（ポッドカー）について意見交換＞ 

 

  市役所を後にした私たちは、ストックホルム市から依託を受けている運輸研究所を

訪問。ハマー所長から、現在開発中のポッドカーについて発想、開発の現段階、世界の

動向などについて質疑をさせていただいた。 

  ポッドカーは、先のCOP１５で紹介されたものだ。私たちはストックホルムのオフ

ィスで説明を受けたため、文中に出てくるポッドカーの写真はハマー氏から提示された

ホームページよりダウンロードしたもの。 

 

調査項目は次の各点 

①ポッドカーの実際を調査 

②公共交通政策の展開により、渋滞緩和されたという交通実態の調査 

 

ハマー所長を囲み全員で記念写真 

 

  正直言って私たちは、ハマー氏から説明を受け

るまで半信半疑だった。手塚治虫の漫画じゃある

まいし、「次世代カー」なるものは、まだまだ何十

年も未来の乗り物という気持ちをぬぐい去れなか

ったのである。 

  写真は、パワーポイントを使ってポッドカーの

説明をするハマー所長。 

  およそ２時間後、私たちは認識を大きく塗り替

えることとなる。 

  運輸研究所は技術開発だけを担当しているわけではなく、将来の環境都市づくりに

向けたコンサルタントもおこなっている。ハマー所長は、「未来にビジョンを持ち、そ




